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栗山町の「栗」を使って、かわいいオリジナル
クラフトづくりに挑戦



こ
と
で
、
メ
ー
カ
ー
を
視
察
し
、

栗
山
町
に
あ
っ
た
ご
み
処
理
方
式

の
た
め
に
5
年
以
上
の
年
月
を
重

ね
、
試
験
・
改
良
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
を
見
れ
ば
、
失
敗
だ
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
ご
み
処
理
方
針
を
検
討
す
る
う

え
で
、
総
合
的
に
判
断
し
、
炭
化

処
理
は
廃
止
し
、
共
同
に
よ
る
焼

却
処
理
に
向
け
、
協
議
を
開
始
し

た
い
と
方
針
を
変
更
い
た
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

契
約
で
は
、
2
年
間
の
保
証

期
間
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
故
障
内
容
は
、
消
耗
品
の
一
部

で
あ
り
、
構
造
上
の
問
題
で
は
無

い
こ
と
か
ら
メ
ー
カ
ー
へ
の
責
任

追
及
は
行
い
ま
せ
ん
。

栗
山
町
以
外
の
導
入
実
績
は

あ
り
ま
せ
ん
。

炭
化
炉
の
操
作
に
つ
き
ま
し

て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い

行
っ
て
お
り
、
清
掃
お
よ
び
点
検

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
怠
る
こ

と
な
く
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
よ
り
２
９
２
０
万
円

の
補
助
金
を
受
け
て
お
り
、

現
在
、
道
と
協
議
を
進
め
炭
化
炉

に
該
当
す
る
補
助
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
部
返
還
の
予
定
で
す
。

な
お
、
建
屋
は
引
き
続
き
ご
み
処

理
施
設
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

今
後
、
町
外
へ
の
処
理
委
託

な
ど
が
確
定
し
た
う
え
で
、

埋
立
量
の
推
計
を
再
度
行
い
、
最

終
処
分
場
の
使
用
期
限
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

長
期
的
か
つ
安
定
的
な
観
点

に
よ
り
、
各
施
設
の
コ
ス
ト

比
較
を
行
い
、
広
域
加
入
す
べ
き

と
判
断
し
ま
し
た
。
今
後
、
町
民

負
担
に
つ
い
て
は
広
報
な
ど
で
周

知
し
ま
す
。

桜
山
地
区
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
稼
働
を

開
始
し
た
堆
肥
化
施
設
も
10
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
機
器
の
更
新
時

期
を
迎
え
、施
設
本
体
を
は
じ
め
、

機
械
類
な
ど
の
修
繕
を
重
ね
使
用

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上

に
多
額
の
修
繕
費
が
か
か
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
、
臭

い
の
問
題
で
こ
れ
以
上
地
域
の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
判
断
し
、
広
域
焼
却

開
始
と
合
わ
せ
廃
止
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

最
終
処
分
場
の
延
命
化
策
と
し

て
、
平
成
23
年
4
月
に
導
入
し
た

炭
化
処
理
施
設
の
廃
止
に
伴
い
、

そ
の
故
障
原
因
と
今
後
に
お
け
る

ご
み
処
理
方
針
の
見
直
し
に
つ
い

て
、町
民
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。　

脱
焼
却
か
ら
共
同
に
よ
る
焼
却

処
理
へ
の
方
針
転
換
と
あ
っ
て
、

各
会
場
で
は
多
く
の
町
民
皆
さ
ん

の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

炭
化
ボ
ッ
ク
ス
（
窯
）
内
の

温
度
上
昇
に
よ
り
、
扉
周
り

を
冷
却
す
る
冷
却
配
管
が
劣
化
し

た
た
め
、
溶
接
部
分
の
亀
裂
や
穴

あ
き
が
発
生
し
、
冷
却
水
の
漏
水

が
発
生
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
高

温
に
よ
る
燃
焼
及
び
冷
却
の
繰
り

返
し
に
よ
り
、
炭
化
ボ
ッ
ク
ス

（
窯
）
の
鉄
板
全
体
に
へ
こ
み
や

変
形
が
多
数
発
生
し
た
こ
と
が
原

因
で
す
。

部
分
修
理
は
困
難
で
あ
り
ま

す
が
、炭
化
ボ
ッ
ク
ス
（
窯
）

全
体
の
交
換
に
よ
り
、
再
度
使
用

は
可
能
と
な
り
ま
す
。

炭
化
ボ
ッ
ク
ス
（
窯
）
の
交

換
は
、
消
耗
品
の
一
部
と
し

て
、
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
導
入
時
に
比
べ
灯
油
代
が
約

2
倍
に
な
っ
た
こ
と
、
安
全
操
業

の
た
め
点
検
日
数
の
増
加
に
よ

り
、
稼
働
日
数
が
減
少
し
炭
化
処

理
量
が
当
初
予
定
し
て
い
た
処
理

量
を
見
込
め
な
い
こ
と
な
ど
、
将

来
を
見
据
え
た
結
果
、
今
回
の
故

障
を
機
に
、
栗
山
町
の
ご
み
処
理

方
法
を
総
合
的
に
検
討
い
た
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
苦
渋
の
決
断
で
あ

り
ま
し
た
が
、
炭
化
処
理
施
設
を

廃
止
し
、
共
同
で
焼
却
す
る
広
域

組
合
へ
の
加
入
に
向
け
て
、
ご
み

処
理
方
針
の
変
更
を
行
い
ま
し

た
。

今
後
は
、
広
域
処
理
組
合
（
道

央
廃
棄
物
処
理
組
合
）
構
成
市
町

で
あ
り
ま
す
千
歳
市
、北
広
島
市
、

長
沼
町
、
南
幌
町
、
由
仁
町
お
よ

び
各
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
広
域
組
合
で

は
平
成
36
年
4
月
焼
却
開
始
を
目

標
に
現
在
調
査
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
11
月
、
共
同
に
よ
る
焼

却
処
理
を
目
的
と
す
る
一
部

事
務
組
合
に
は
、
本
町
は
炭
化
処

理
を
続
け
る
た
め
、
組
合
に
は
加

入
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
組
合
に
お
け
る
最

終
処
分
場
を
建
設
す
る
際
に
は
、

あ
ら
た
め
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、
構
成
市
町
へ
申
し
入
れ

を
行
い
、
引
き
続
き
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
と
し
て
了
承
を
得
て
い

ま
し
た
。

こ
の
度
の
処
理
方
針
の
変
更
に

よ
り
、
本
町
が
加
入
と
な
る
際
に

は
、
全
て
の
構
成
市
町
の
議
会
承

認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

加
入
協
議
の
申
し
入
れ
を
正
式
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

衣
類
お
よ
び
タ
オ
ル
類
は
他

の
ご
み
と
混
ぜ
な
い
で
！

回
収
さ
れ
た
衣
類
（
古
着

類
）・
タ
オ
ル
類
は
工
業
用
雑

巾
と
し
て
、
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。衣

類
・
タ
オ
ル
類
を
出
す
際

は
、
他
の
ご
み
（
紙
お
む
つ
や

紙
く
ず
な
ど
）
と
混
ぜ
ず
に
、

「
炭
に
で
き
る
ご
み
袋
」
に
て

出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
衣
類

の
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
つ

け
た
ま
ま
で
構
い
ま
せ
ん
が
、

洗
濯
を
し
た
き
れ
い
な
状
態
で

出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

衣
類
・
タ
オ
ル
類
の
分
別
の
お
願
い

炭化処理施設事業費と財源内訳
建 屋 1 億 2,054 万円
炭 化 炉 1 億    867 万円
監理委託費 997 万円
実 施 設 計 571 万円

合　計 2 億 4,489 万円
【財源内訳】

　　　起    　債       1 億 7,930 万円
　　　道補助金　　       2,920 万円
　　　一般財源          　 3,639 万円

今
す
ぐ
に
分
別
方
法
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
現
在
の
分
別
方

法
の
と
お
り
、
資
源
分
別
に
ご
協

力
願
い
ま
す
。
な
お
、
今
後
加
入

予
定
の
広
域
処
理
組
合
の
分
別
方

針
が
決
定
次
第
、
本
町
の
分
別
方

法
の
見
直
し
を
行
い
、各
町
内
会
・

自
治
会
ご
と
に
説
明
会
を
実
施
し

ま
す
。昨

年
よ
り
、
こ
れ
ま
で
使
用

し
て
い
た
中
国
製
の
袋
か

ら
、
日
本
製
の
袋
に
変
更
し
、
よ

り
溶
け
や
す
い
素
材
に
変
更
し
た

こ
と
か
ら
、
連
日
、
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
の
袋
に

つ
い
て
は
、
町
民
モ
ニ
タ
ー
の
意

見
を
基
に
、
来
年
5
月
ご
ろ
よ
り

厚
さ
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
炭
に
で
き
な
い
袋
に

つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
よ
り

強
度
の
あ
る
素
材
に
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

3
年
半
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
初

の
方
法
に
よ
る
炭
化
処
理
と
い
う

こ
の
度
の
炭
化
処
理
施
設
廃

止
の
責
任
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
、
議
会
と
も
し
っ
か

り
論
議
を
行
っ
た
う
え
で
、
対
応

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
町
長
の
決
断
は
止
む
を

得
な
い
と
思
っ
て
い
る
町
民
の
一

人
。
今
回
は
様
々
な
見
方
が
あ
っ

て
当
然
の
こ
と
。自
分
と
し
て
は
、

以
前
よ
り
長
沼
町
の
広
域
組
合
に

入
れ
て
も
ら
う
方
が
良
い
の
で
は

と
思
っ
て
い
た
。
3
年
半
で
の
炭

化
炉
廃
止
に
つ
い
て
、
色
々
と
意

見
が
出
る
の
も
理
解
し
て
い
る
。

町
長
も
起
債
償
還
が
始
ま
っ
て
間

も
な
い
中
で
の
決
断
は
、
本
当
に

苦
渋
の
決
断
だ
と
思
う
。
今
後
は

若
者
の
将
来
へ
向
け
て
、
前
向
き

に
町
長
を
応
援
し
て
い
く
気
持
ち

で
も
良
い
の
で
は
と
私
は
思
う
。

こ
れ
か
ら
は

共
同
に
よ
る
焼
却
処
理
へ

ご
み
処
理
方
針
変
更
説
明
会

Ｑ
炭
化
施
設
の
故
障
原
因
は
？

Ａ

Ｑ
修
理
し
て
使
え
な
い
の
か
？

ＡＱ
な
ぜ
修
理
し
て
使
わ
な
い
の
か
？

元
々
交
換
を
予
定
し
て
い
た
の
で
は
？

Ａ

Ｑ

昨
年
、
不
参
加
を
表
明
し
た
広

域
組
合
に
加
入
で
き
る
の
か
？

Ａ

Ｑ

ご
み
の
分
別
方
法
は
変
わ
る

の
か
？

ＡＱ
た
っ
た
３
年
半
の
使
用
。
そ

も
そ
も
不
良
品
で
は
な
い
の

か
？
導
入
時
の
設
計
ミ
ス
、

構
造
上
の
問
題
は
無
か
っ
た

の
か
？

Ａ

Ｑ
メ
ー
カ
ー
側
の
責
任
追
及
は
？

Ａ

Ｑ
炭
化
炉
の
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
？

Ａ Ｑ
こ
の
３
年
間
で
栗
山
町
以
外
の

導
入
実
績
は
？

ＡＱ
補
助
金
の
返
還
額
は
？

Ａ

Ｑ
最
終
処
分
場
の
使
用
期
限
に
つ
い

て
、
デ
ー
タ
を
基
に
明
確
に
す
べ
き

ＡＱ
広
域
組
合
加
入
後
の
町
民
負
担
は

増
え
る
の
か
？

ＡＱ
な
ぜ
、
堆
肥
化
施
設
ま
で
廃
止
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
？

Ａ

Ｑ
大
切
な
町
民
の
税
金
で
導
入
。
見

通
し
が
甘
す
ぎ
る
。町
の
責
任
は
？

Ａ意
見

Ｑ

生
ご
み
の
袋
が
破
れ
や
す
い
。

何
と
か
な
ら
な
い
の
か
？

Ａ

【問い合わせ】　環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

ごみ処理方針を変更
町民説明会を開催

町民の皆さんから貴重なご意見をいただきました
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【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎ 73-7503

　

本
町
の
比
率
は
依
然
と
し
て
全

道
の
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
景

気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
減
や
、
地

方
交
付
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
の
指
針
で

あ
る
「
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン

21
」
の
推
進
に
よ
り
、
計
画
的
か

つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
か
ら
見
る

平
成
25
年
度
の
財
政
状
況

実質公債費比率 将来負担比率
H25 年度 H24 年度 全道の順位 H25 年度 H24 年度 全道の順位

岩見沢市 10.6％ 12.0％ 97 位 41.7％ 43.4％ 81 位

由 仁 町 17.6％ 19.8％ 9 位 154.7％ 152.2％ 5 位

長 沼 町 14.9％ 16.6％ 27 位 94.1％ 108.7％ 31 位

南 幌 町 15.8％ 17.7％ 20 位 89.3％ 85.4％ 37 位

栗 山 町 18.6％ 18.9％ 4 位 93.7％ 90.4％ 32 位

②早期健全化基準、経営健全化基準

①健全基準

③財政再生基準
　財政状況が悪化し、「早期（経営）健
全化基準」に区分された場合は、財政（経
営）健全化計画を策定し、自主的
な努力により財政（経営）再建を
図ることになります。

　早期健全化基準よりもさらに状況が悪化し、自主的な建て直し
ができないと判断される「財政再生基準」に区分された場合は、
財政再生計画を策定し、国や道の関与のもと財政再建を図ること
になります。町が単独で行っている施策や公共事業の削減など、
行財政運営全ての面で厳しい制限が加えられることになります。

　地方公共団体の財政破たんを未然に防ぐために設け
られた指標で、町の会計のほか、土地開発公社や町が
加入している一部事務組合などを含めた、まち全体の
財政状況を明確にしたものです。健全化判断比率とし
て「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費
比率」「将来負担比率」の４項目の指標と、公営企業の
財政状況を把握する「資金不足比率」の公表が義務付
けられています。それぞれの指標から、財政の健全度
を「①健全基準」「②早期（経営）健全化基準」「③財
政再生基準」の 3 段階で表します。

「健全化判断比率」と
「資金不足比率」とは？

決
算

　

今
月
号
で
は
、
平
成
25
年
度
の

決
算
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足

比
率
」
の
指
標
か
ら
見
る
、
ま
ち

の
財
政
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　　

平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
財

政
状
況
を
健
全
化
判
断
比
率
で
見

る
と
、
各
比
率
の
算
定
結
果
が
示

す
と
お
り
本
町
の
数
値
は
「
健
全

基
準
」
に
あ
り
ま
す
。（
左
記
の

表
②
を
参
照
）

　

ま
ち
の
収
入
に
対
す
る
借
金
返

済
の
割
合
を
表
す
「
実
質
公
債
費

比
率
」
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

０
・
３
ポ
イ
ン
ト
減
の
18
・
6
％
、

将
来
の
負
担
が
見
込
ま
れ
る
負
債

の
割
合
を
示
す「
将
来
負
担
比
率
」

に
つ
い
て
は
、
３
・
３
ポ
イ
ン
ト

増
の
93
・
７
％
に
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
の
算
定
結
果
は
？

項　　　　　目 平成 25 年度の比率は？

実質赤字比率
普通会計における赤字額が、標準財政規模に対して、

どのくらいの割合であるかを示す指標です。年間の赤
字額の割合が大きいほど、財政運営が深刻化している
ことを表します。

連結実質赤字比率
特別会計を含む全会計における赤字額が、標準財政

規模に対して、どのくらいの割合であるかを示す指標
です。年間の赤字額の割合が大きいほど、財政運営が
深刻化していることを表します。

実質公債費比率
実質的な借金返済額が、標準財政規模に対して、ど

のくらいの割合であるかを示す指標です。借金の返済
額の割合が大きいほど、資金繰りが悪化していること
を表します。本町では、その年の借金返済額が年収の
18.6％を占めていることを示しています。

将来負担比率
今後負担する実質的な負債額が、標準財政規模に対

して、どのくらいの割合であるかを示す指標です。将
来の負担が見込まれる負債の割合が大きいほど、将来、
財政を圧迫する可能性が高いことを表します。本町で
は、今後返済しなければならない借金総額が、その年
の年収の 0.9 倍あるということを示しています。

資金不足比率
各公営企業会計（水道事業、下水道事業）における

資金不足額が、料金収入などの事業規模に対して、ど
のくらいの割合であるかを示す指標です。

数値が大きいほど、経営が深刻化していることを表
します。

※連結実質赤字が発生している道内市町村：３団体

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

10％ 15％ 20％ 30％

10％ 20％ 30％ 40％

●　栗山町 18.6％  （前年 18.9％）

●　全道平均 10.0％（前年 10.7％）

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

15％ 25％ 35％ 40％

●　全道平均 65.9％（前年 75.1％）

健  全  基  準 早期健全化基準

50％ 200％ 350％ 400％

※財政再生基準以上の道内市町村：1 団体

※早期健全化基準以上の道内市町村：1 団体

表② 健全化判断比率と資金不足比率の算定結果　●栗山町の数値　●全道平均の数値

栗山町は赤字額が無いため該当していません

※実質赤字額が発生している道内市町村：0 団体

健  全  基  準 早期健全化基準 財政再生基準

栗山町は資金不足が無いため該当していません

※経営健全化基準以上の道内市町村：２団体

健  全  基  準

10％ 20％ 30％ 40％

経営健全化基準

栗山町は赤字額が無いため該当していません

●　栗山町 93.7％ （前年 90.4％）

【
普
通
会
計
と
は
？
】

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況

を
統
一
基
準
で
比
較
す
る
た
め

の
会
計
区
分
。
本
町
の
場
合
は

一
般
会
計
と
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
特
別
会
計
を
合
算
し
た
も

の
。

【
標
準
財
政
規
模
と
は
？
】

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
使

途
の
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一

般
財
源
の
額
の
大
き
さ
を
全
国

統
一
の
基
準
に
よ
り
算
出
し
た

額
。
本
町
の
平
成
25
年
度
の
規

模
は
48
億
１
０
２
０
万
円
。

表①

近隣の
状　況

全道１７９市町村中
４位  （前年度 ６位）

全道１７９市町村中
32 位  （前年度 42 位）
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瑞
宝
単
光
章

受

章

平
成
11
年
よ
り
15
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

栗
山
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
の
発
展
、
振
興

に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
18
年
に
は
全
国
で

初
め
て
の
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
全

国
地
方
議
会
の
改
革
お
よ
び
活
性
化
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

自  

治  

功  

労  

者

重山　雅世さん
（松風３丁目：70 歳）

平
成
６
年
よ
り
20
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

栗
山
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
本
町

の
福
祉
行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栗
山
商
工
会
議
所
専
務
理
事
と
し
て
商

工
業
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

福  

祉  

功  

労  

者

丸山　紘司さん
（中央４丁目：70 歳）

平
成
元
年
よ
り
25
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、

栗
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
卓
越
し
た

知
識
と
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
、
本
町
の
社
会

教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

教  

育  

功  

労  

者

永池　英彦さん
（湯地：60 歳）

昭
和
54
年
よ
り
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
栗
山

町
議
会
議
員
と
し
て
、
町
政
の
発
展
、
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
、
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

自  

治  

功  

労  

者

藤柳　乙二さん
（中里：88 歳）

町
政
功
労
者
表
彰

平
成
26
年
度ま

ち
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
町
政
功

労
表
彰
式
が
11
月
13
日
ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ
で
行
わ

れ
、
3
分
野
4
人
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

秋
の
叙
勲
で
山
崎
武
さ
ん
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し

た
。
山
崎
さ
ん
は
昭
和
49
年
に

商
業
統
計
調
査
員
と
し
て
任
命

以
来
、
国
勢
調
査
や
工
業
統
計

な
ど
数
々
の
統
計
調
査
員
と
し

て
、
調
査
の
円
滑
な
実
施
と
精

度
の
高
い
調
査
結
果
の
確
保
に

努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
61
年
よ
り
交
通

安
全
推
進
員
と
し
て
13
年
間
活

躍
し
、
地
域
の
交
通
安
全
推
進

に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活

動
な
ど
を
実
践
さ
れ
て
き
た
方

を
表
彰
す
る
「
平
成
26
年
度
社

会
福
祉
貢
献
者
表
彰
式
」（
主

催 

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
：

橘
一
也
会
長
）
が
11
月
9
日
、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ⅰ
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
橘
会
長

か
ら
7
人
の
方
に
表
彰
状
を
、

ま
た
、
同
協
議
会
へ
高
額
寄
付

を
さ
れ
た
9
人
へ
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。橘
会
長
は「
少

子
高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た

め
に
は
地
域
福
祉
力
の
向
上
が

必
要
で
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

市
川　

耕
一
さ
ん

黒
河　

英
子
さ
ん

佐
藤　

倶
子
さ
ん

今
井　

良
子
さ
ん

村
上　

美
佳
さ
ん 

【
優
良
施
設
職
員
表
彰
】

串
下　

亮
介
さ
ん

川
島　

武
志
さ
ん

【
感
謝
状
】

村
岡　

栄
子
さ
ん

有
限
会
社 

北
都 

中
添
春
義
さ
ん

青
山　

茂
さ
ん

早
坂　

悦
子
さ
ん

飯
尾　

憲
男
さ
ん

田
中　

正
夫
さ
ん

田
森　

孝
一
さ
ん

角
田　

伸
慶
さ
ん

谷
口　

温
松
さ
ん

火
災
予
防
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル

小
学
１
～
２
年
生
を
対
象
に

し
た
火
災
予
防
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
今
年
度
は
近
隣
４
町
の

小
学
校
９
校
か
ら
計
45
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
か
ら

は
、
栗
山
小
学
校
１
年
の
日
野

真ま

り

あ
莉
愛
さ
ん
、
角
田
小
学
校
１

年
の
廣
岡
桜さ

く
ら花

さ
ん
の
作
品

が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
各
小
学
校
の
校
長

室
で
行
わ
れ
た
表
彰
伝
達
式

で
、
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

の
板
東
晴
彦
消
防
署
長
か
ら
、

表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

角田小学校 1 年　廣岡桜
さ く ら

花さん 栗山小学校 1 年　日野真
ま り あ

莉愛さん

カルチャープラザ「Eki」で開催された作品展
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育
児
休
業
中
も
保
育
園

に
通
わ
せ
て
ほ
し
い

　

保
育
園
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
中
も
子
ど

も
が
通
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

今
は
年
長
児
だ
け
は
通
え
る
よ
う
だ
が
、

幼
稚
園
３
年
保
育
が
主
流
の
今
、
年
少
児
以

上
は
下
の
子
の
育
児
休
暇
中
も
通
園
さ
せ
た

い
。（
30
代
女
性
）

制
度
変
更
に
よ
り　
　

認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も

　

現
在
は
「
保
育
に
欠
け
る
」
場
合
に
入
園

を
認
め
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
子

ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
制
度
改
正
に
よ
り
、

「
保
育
の
必
要
性
」
が
あ
れ
ば
、
保
育
園
に

通
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
育
児
休
業
取
得

時
に
、
す
で
に
保
育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど

も
が
い
て
、
子
ど
も
の
発
達
上
、
環
境
を
変

え
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な
い
場
合
や
、
保
護

者
の
健
康
状
態
な
ど
を
考
慮
し
、
認
め
る
予

定
で
す
。

南
空
知
消
防
組
合
の　

広
域
化
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
十
勝
１
市
18
町
村
が

「
十
勝
圏
広
域
消
防
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
よ
う
で
す
が
、
南
空
知
消
防
組
合
が
将
来

広
域
化
す
る
構
想
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
60
代
男
性
）

現
在
５
消
防
本
部
で
広

域
化
に
向
け
て
検
討
中

　

国
で
は
、
平
成
18
年
に
管
轄
人
口
で
お
お

む
ね
30
万
人
を
一
つ
の
規
模
と
す
る
消
防
広

域
化
に
向
け
て
の
指
針
を
示
し
、
道
も
夕
張

市
、
美
唄
市
、
三
笠
市
、
岩
見
沢
地
区
消
防

事
務
組
合
、
南
空
知
消
防
組
合
に
よ
る
「
南

空
知
」
を
望
ま
し
い
組
み
合
わ
せ
と
し
て
の

提
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
初
動
体
制

の
強
化
や
効
果
的
な
人
員
配
置
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
一
方
、
複
数
の
市
町

か
ら
構
成
さ
れ
る
た
め
、
広
大
な
管
轄
面
積

が
運
営
上
の
課
題
と
な
る
な
ど
、
十
分
な
調

整
と
議
論
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

関
係
機
関
に
よ
る
検
討
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
具
体
的
な
結
論
は
で
て
い
ま
せ
ん
。

消
防
職
員
の
処
遇
や
諸
経
費
、
ま
た
各
市
町

の
財
政
な
ど
も
十
分
考
慮
し
、
今
後
も
５
消

防
本
部
で
広
域
化
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま

す
。

栗
山
公
園
内
の
動
物
園

整
備
が
素
晴
ら
し
い

　

栗
山
公
園
内
の
動
物
園
は
こ
こ
数
年
で
非

常
に
き
れ
い
に
見
や
す
く
整
備
さ
れ
て
い
て

素
晴
ら
し
い
。
飼
育
員
の
方
も
親
切
で
、
動

物
た
ち
も
生
き
生
き
し
て
見
え
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
き
れ
い
に
維
持
し
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。（
30
代
女
性
）

　　

な
か
よ
し
動
物
園
は
栗
山
公
園
指
定
管
理

者
「
た
か
は
し
ダ
リ
ア
」
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
清
潔
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

大
人
気
の
エ
サ
や
り
イ
ベ
ン
ト
「
パ
ク
パ
ク

タ
イ
ム
」
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽

し
め
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン

の
開
業

　

町
内
に
は
お
い
し
い
農
産
物
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
く
り
や
ま
か
ま
ど
帖
」
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
品
々
を
使
っ
た

お
い
し
そ
う
な
料
理
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　　

そ
こ
で
町
内
の
農
産
物
や
肉
を
使
っ
た
お

い
し
い
料
理
を
出
す
レ
ス
ト
ラ
ン
を
作
っ
て

み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
手
始
め
に
役
場
内
の
一
室
で
「
職

員
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
し
て
開
業
し
試
行
し
ま

す
。
良
け
れ
ば
一
般
の
人
た
ち
に
も
利
用
し

て
も
ら
い
、
人
気
の
あ
る
レ
シ
ピ
は
町
内
の

お
店
に
提
供
し
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
く
認
知
さ
れ
れ
ば
、
町
外
か
ら
来
て
く
れ

る
人
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

栗
山
高
校
の
生
徒
さ
ん
な
ど
も
加
わ
っ
て

も
ら
う
と
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
湧
い
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

お
い
し
く
、
ま
た
来
た
く
な
る
レ
ス
ト
ラ

ン
作
り
は
ど
う
で
し
ょ
う
。（
60
代
男
性
）

ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

　

ゴ
ミ
袋
で
、
プ
ラ
ご
み
、
資
源
物
に
15
～

20
リ
ッ
ト
ル
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
ほ
し
い
。

　

市
販
の
分
別
ゴ
ミ
袋
を
使
っ
て
い
る
と
35

リ
ッ
ト
ル
は
ち
ょ
っ
と
大
き
い
の
で
。

（
30
代
男
性
）

多
様
な
世
帯
構
成
に　

対
応
で
き
る
よ
う
検
討

　

ゴ
ミ
袋
の
大
き
さ
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
も

う
少
し
大
き
な
袋
が
欲
し
い
」
逆
に
「
小
さ

な
袋
が
欲
し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ふ
ま
え
、
多

様
な
世
帯
構
成
に
対
応
で
き
る
も
の
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

第
６
次
総
合
計
画
で　

開
業
支
援
制
度
を
検
討

　

ご
意
見
の
と
お
り
、
本
町
で
は
多
品
目
に

わ
た
る
農
産
物
が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

農
家
の
直
売
所
な
ど
が
主
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
役
場
内
で
の
レ
ス
ト
ラ

ン
開
業
に
つ
い
て
の
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
来
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
６
次

総
合
計
画
」
で
は
、
地
産
地
消
を
主
と
し
た

「
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
開
業
を
目
指

す
方
へ
の
支
援
制
度
な
ど
も
盛
り
込
ん
で
い

く
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　　1 枚のハガキが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【お問い合わせ】　広報・防災・情報グループ　☎� 7501

町内には保育園が 2 園あり、

197 人の子どもたちが通って

います。（11 月 15 日現在）

たくさんの家族連れで

賑わうなかよし動物園

（現在は冬季休業中）

皆さまからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度広報に折り込まれ

る専用ハガキを切り取ってご利

用ください。

必要事項を記入してポストに投

函してください。（切手不要）

①広報折り込みの専用ハガキで！

ハガキをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、『72-3179』 に 送 信 し て く

ださい。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス

③ホームページ専用フォームで！

『くりやまかまど帖』
農家のお嫁さんが作成

した町内産食材レシピ集

栗山産の農産物には町外のファンも多く、
８月に開催されたブランド玉ねぎ「さらさ
らレッド」の畑ミーティングには、札幌市
など都市部からの参加者が目立ちました。

プラスチック類（青の指定ごみ袋）と缶・
びん・ペットボトル（赤の指定ごみ袋）は、
小サイズが 35 リットル、大サイズが 50
リットルとなっています。
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節
電
の
お
願
い

北
海
道
電
力
の
今
冬
の
需
給
予

測
で
は
、
で
き
る
限
り
の
対
策
を

行
う
こ
と
で
、
最
も
厳
し
い
需
給

状
況
と
な
る
2
月
で
も
昨
冬
を
上

回
る
６
２
０
万
㌗
の
供
給
力
を
確

保
で
き
る
見
通
し
で
す
。

一
方
、最
大
電
力
に
つ
い
て
は
、

５
５
７
万
㌗
と
の
想
定
で
、
最
低

限
必
要
な
供
給
予
備
率
3
％
以
上

を
確
保
で
き
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
発
電
設
備
の
故
障
な
ど
に
よ

る
計
画
外
停
止
な
ど
、
冬
の
北
海

道
に
お
い
て
は
予
定
外
の
電
力
不

足
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
電
力
不
足
に
備
え
る

た
め
、
引
き
続
き
節
電
に
ご
協
力

願
い
ま
す
。

■
期　

間

　

平
成
26
年
12
月
1
日
～

平
成
27
年
3
月
31
日

※
た
だ
し
、
12
月
29
日
か
ら
1
月

2
日
の
4
日
間
は
除
く

■
時　

間

　

平
日
午
前
8
時
～
午
後
9
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
１

冬
の
暴
力
追
放
運
動

『
冬
の
暴
力
追
放
運
動
』
は
、

暴
力
団
の
根
絶
に
よ
り
暴
力
の
な

い
明
る
く
安
全
・
安
心
な
北
海
道

の
実
現
を
目
指
し
、
道
民
運
動
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

◎
実
施
期
間

平
成
26
年
12
月
15
日
㈪
～

平
成
27
年
１
月
14
日
㈬

道
内
の
暴
力
団
は
、
警
察
の
厳

し
い
取
り
締
ま
り
、
北
海
道
暴
力

団
排
除
条
例
の
施
行
、
暴
力
団
排

除
気
運
の
高
ま
り
に
よ
り
、
社
会

か
ら
孤
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
組
織
の
維
持
・
拡
大
の

た
め
組
織
の
系
列
化
を
図
り
、
巧

み
に
資
金
獲
得
活
動
を
潜
在
化
さ

せ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
北
海
道
で
は
学
校

の
冬
休
み
期
間
中
を
暴
力
追
放
の

強
化
月
間
に
設
定
し
、
青
少
年
を

犯
罪
や
非
行
か
ら
守
り
、
暴
力
団

の
資
金
源
を
絶
つ
た
め
、
関
係
機

関
が
実
施
す
る
取
り
締
ま
り
や
各

種
活
動
と
連
動
さ
せ
た
暴
力
追
放

の
道
民
運
動
を
道
内
全
域
に
お
い

て
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境

暴
力
団
を「
利
用
し
な
い
」、「
恐

れ
な
い
」、
暴
力
団
に
「
お
金
を

出
さ
な
い
」、
暴
力
団
と
「
交
際

し
な
い
」
の｢

４
な
い
運
動｣

を

展
開
し
ま
す
。

■
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
見
た
り
、
聞
い

た
り
し
た
ら
最
寄
り
の
警
察
に

通
報
し
ま
し
ょ
う
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
督
促

は
、
相
手
方
に
電
話
で
確
認
せ

ず
家
族
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
親
族
を
装
っ
た
電
話
に
よ
る
振

り
込
め
依
頼
に
つ
い
て
は
、
家

族
に
確
認
し
、
す
ぐ
に
お
金
を

振
り
込
む
こ
と
の
無
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
見

た
り
、
聞
い
た
り
し
た
と
き
や

少
年
の
非
行
を
見
た
り
、
聞
い

た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警

察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

○
暴
力
団
の
た
ま
り
場
な
ど
へ
の

集
合
や
暴
走
行
為
を
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
警
察

に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
住
民
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
０

㉟

まちづくり懇談会を
開催します！

” ふるさとくりやま „ の現在のことや未来のことなど、町民皆さんと身
近に語り合う【まちづくり懇談会】を開催します。
多くの町民皆さんの参加をお待ちしています。

■ まちづくり懇談会開催日程表
期　日 時 間 会　場 

12 月 4 日木 18:30 ～ 南部公民館

12 月 8 日月 18:30 ～ カルチャープラザ「Eki」

12 月 9 日火 18:30 ～ 角田農村環境改善センター

ファン感謝デー栗さんからの栗さんからの

ファン感謝デー in
くりやま

今年も、北海道日本ハムファイターズの栗山英樹監督によるスペ
シャルイベントが開催されます。

【栗山監督とのふれあいトーク】や【質問タイム】、【栗さん抽選会】
など盛りだくさんの内容です。栗山監督から一足早いクリスマス
プレゼントとなる楽しいイベントに多くの皆さんのご参加をお待
ちしています。

応募方法
往復はがきの返信宛名に、住所・氏名をご記入の上、「栗さんの日」
参加希望と書いて下記住所へお送りください。
※当日、質問タイムで栗山監督に聞いてみたい質問がありましたら併

せてご記入下さい。
　〒 069-1511　北海道夕張郡栗山町中央 2 丁目 189
　北海道日本ハムファイターズを応援する栗山の会　高杉宛
　締め切り／ 12 月 5 日㈮消印

当選結果
抽選の末、当選された方には 12 月 12 日
までに入場ハガキを返信いたします。
抽選から漏れてしまった方には通知はご
ざいませんのでご了承願います。

※注意／会場は土足厳禁ですので、上履
き、下足収納袋を持参ください。

２０１４年 １ ２月 ２ １日 日

開 会

会 場

定 員

13:00 ( 開場 11:30)15:00 終了予定

栗山町スポーツセンター
全席指定　２，０００人 応募多数の場合は

抽選となります

入 場 無料　当日の入場券が必要です

栗
山
青
年
会
議
所
、
楽
力
想

造
委
員
会
委
員
の
笹
浪
和
博
で

す
。
今
年

も
残
す
と

こ
ろ
１
カ

月
と
な
り
、

１
年
を
締

め
括
る
月
に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
栗
山
青
年
会
議
所
は
、
こ

の
12
月
を
持
ち
ま
し
て
40
歳
の

メ
ン
バ
ー
が
卒
業
を
迎
え
、
来

年
の
年
明
け
に
は
新
た
な
体
制

で
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
、
ま
さ

に
節
目
の
月
と
な
り
ま
す
。

か
く
言
う
私
も
今
年
で
卒
業

と
な
り
ま
す
が
、
昨
年
熱
意
あ

る
先
輩
、
そ
し
て
今
年
、
共
に

卒
業
す
る
メ
ン
バ
ー
に
誘
わ

れ
、
こ
の
栗
山
青
年
会
議
所
に

加
入
し
ま
し
た
。

サ
ケ
の
放
流
事
業
や
小
学
生

を
対
象
と
し
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
な
ど
、
活
動
一
つ
一
つ
は
町

に
と
っ
て
微
力
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
メ
ン
バ
ー
の
「
少
し
で

も
町
を
良
く
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
熱
意
は
、
町
外
か
ら
来

た
私
に
と
っ
て
、
栗
山
町
の
魅

力
を
発
見
す
る
場
で
あ
り
、
日

ご
ろ
の
生
活
に
流
さ
れ
が
ち
な

自
分
に
良
い
刺
激
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
え
る
場
と
な
り
ま

し
た
。

青
年
会
議
所
活
動
は
、
20
歳

か
ら
40
歳
ま
で
の
青
年
と
活
動

期
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
１
年
ご
と
に
新
た
な
理

事
長
の
も
と
、
ど
う
し
た
ら
こ

の
町
を
住
み
良
い
町
に
で
き
る

の
か
、
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
へ
何
を
伝
え
ら
れ
る
の

か
、
そ
の
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
自

ら
考
え
議
論
し
、
そ
れ
を
一
つ

の
事
業
と
し
て
発
信
し
て
い
ま

す
。こ

の
様
な
機
会
は
、
た
だ
漫

然
と
生
活
し
て
い
て
は
決
し
て

得
ら
れ
る
も
の
で
は
無
く
、
入

会
す
る
際
に
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
先
輩
や
メ
ン
バ
ー
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

今
年
で
卒
業
す
る
私
か
ら
で

は
あ
り
ま
す
が
、
20
歳
か
ら
40

歳
ま
で
の
青
年
の
皆
さ
ん
！
最

高
の
仲
間
た
ち
が
、
皆
さ
ん
の

入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！

こ
ん
に
ち
は
！

１２
月
は
青
年
会
議
所
の
節
目
の
月
！
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忘
年
会
に
ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
。
な

に
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な
り
、
外

食
も
多
く
な
る
季
節
で
す
。外
食
が
続
く
と
、

摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
増
加
、
塩
分
過
剰
、
野
菜

不
足
な
ど
生
活
習
慣
病
に
か
か
り
や
す
い
食

生
活
に
陥
り
が
ち
で
す
。
ま
た
体
に
悪
い
こ

と
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
心
配
に
な

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

外
食
を
楽
し
み
な
が
ら
無
理
な
く
健
康
を

維
持
す
る
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
食
物
繊
維
の
多
い
野
菜
や
き
の
こ
・
海
藻

の
料
理
を
１
品
選
び
ま
し
ょ
う
！

食
物
繊
維
は
、
外
食
に
多
い
糖
や
脂
肪
分

を
吸
収
し
て
く
れ
、
食
べ
過
ぎ
も
防
い
で

く
れ
ま
す
。

②
調
理
法
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！

　

カ
ロ
リ
ー
は
、
蒸
す
→
焼
く
→
煮
る
→

炒
め
る
→
揚
げ
る
の
順
番
で
高
く
な
り
ま

す
。
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
調
理
法
に
偏
ら
な

い
メ
ニ
ュ
ー
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

最
近
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
に
カ
ロ
リ
ー
な
ど

の
表
示
を
す
る
お
店
も
増
え
ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
選
び
の
際
に
参
考
に
し
ま
し
ょ

う
。

外
食
の
際
は
、
適
量
で
バ
ラ
ン
ス
を
心
掛

け
る
こ
と
、
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
み
、
楽
し
み

な
が
ら
食
べ
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
12
月
～
３
月
に

流
行
し
ま
す
。
流
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
原

因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
侵
入
さ
せ
な

い
こ
と
や
周
囲
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

■
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
と
は
異
な
り
、

比
較
的
早
く
全
身
症
状
が
出
現
す
る
の
が
特

徴
で
す
。

栗山赤十字病院　院長 渡邊　光明

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

■
軽
く
見
て
は
危
険
で
す
！

お
子
さ
ん
は
、
ま
れ
に
急
性
脳
炎
を
、
高

齢
者
の
方
や
免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る
方
は

肺
炎
を
伴
う
な
ど
、
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

○
ま
め
に
マ
ス
ク
を
し
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

○
外
出
後
に
は
、
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
！

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
は
？

◆
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

◆
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う

◆
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う

◆
不
織
布
製
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

◆
無
理
を
し
て
、
学
校
や
職
場
な
ど
に
行
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

風邪 インフルエンザ

症　

状

のどの痛み、鼻汁、
く し ゃ み や 咳 な ど
の症状が中心で、全
身 症 状 は あ ま り 見
ら れ な い。 発 熱 も
微熱で終わります。

38 ℃ 以 上 の 発 熱、
頭 痛、 関 節 痛、 筋
肉痛など全身症状
が 突 然 現 れ ま す。
併せて普通の風邪
症状も見られます。

流
行
の
時
期

1 年 を 通 し て ひ く
ことがあります。

1 月 ～ 2 月 が 流 行
のピークとなりま
す。 た だ し、4 月
～ 5 月まで散発的
に流行することも
あります。

「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」た
め
に
、

ま
め
に
マ
ス
ク
、
ま
め
に
手
洗
い
を
！

外
食
メ
ニ
ュ
ー
の

賢
い
選
び
方

◆
日　

程

　

12
月
17
日
㈬

◆
場
所
・
時
間

・
松
原
産
業

　

午
前
10
時
～
10
時
45
分

・
栗
山
警
察
署　

　

正
午
～
午
後
１
時

・
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

　

午
後
１
時
25
分
～
２
時
25
分

・
栗
山
赤
十
字
病
院

　

午
後
２
時
40
分
～
４
時
30
分

◆
日　

時

　

1
月
21
日
㈬　

午
前
７
時
～

◆
場　

所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対　

象

35
歳
以
上
の
町
民
の
方
（
昭
和
55
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

◆
料　

金　

・
胃
が
ん　
　

    

1
0
0
0 

円

・
肺
が
ん　
　
　
　

3
0
0 

円

・
大
腸
が
ん　
　
　

5
0
0 

円

※
40
歳
～
74
歳
で
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
は
、
特
定
健
診
も
同
時
に
受
診
で
き

ま
す
。

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

献
血
の
お
知
ら
せ

健
康
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。栗
山
赤
十
字
病
院
内
科
で
は
現
在
、

消
化
器
内
視
鏡
検
査
と
糖
尿
病
管
理
を
重
点

目
標
に
掲
げ
、ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

資
格
取
得
、
患
者
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。今

回
は
胃
内
視
鏡
検
査
（
い
わ
ゆ
る
胃
カ

メ
ラ
）
に
つ
い
て
、
次
回
は
糖
尿
病
管
理
に

つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

さ
て
、
平
成
26
年
も
師
走
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
あ
ま
り
騒
い
で
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
今
年
は
イ
ギ
リ
ス
の
文
豪
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
生
誕
４
５
０
年
の
記
念
の
年
で

し
た
。
か
た
や
日
本
の
文
豪
の
夏
目
漱
石
に

つ
い
て
は
、新
聞
に
不
朽
の
名
作
「
こ
こ
ろ
」

が
１
０
０
年
記
念
で
復
刻
さ
れ
再
掲
載
さ
れ

◆
ひ
ろ
が
る
胃
が
ん
予
防
対
策

11
月
に
開
催
し
た
栗
山
赤
十
字
病
院
オ
ー

プ
ン
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
２
０
１
４
で
は
北
大

病
院
が
ん
予
防
内
科
講
座
の
間
部
先
生
を
お

招
き
し
て
、「
胃
が
ん
予
防
と
ピ
ロ
リ
菌
除

菌
」
を
テ
ー
マ
に
素
晴
ら
し
い
講
演
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
春
に
は
町
民
を

対
象
に
し
た
「
栗
山
町
胃
が
ん
予
防
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
栗
山
町
か
ら
胃
癌
死
亡

者
を
無
く
し
た
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
め

て
、
幅
広
い
知
識
の
普
及
、
内
視
鏡
受
診
の

啓
蒙
を
は
か
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
一
度
は
自
分
の
胃
に
ピ

ロ
リ
菌
が
い
る
か
、
胃
炎
が
あ
る
か
診
て
も

ら
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
当
院
に
は

３
人
の
消
化
器
内
視
鏡
技
師
の
資
格
を
持
つ

や
さ
し
い
看
護
師
が
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

で
は
、
次
回
ま
で
さ
よ
う
な
ら
。

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

て
い
ま
し
た
。

実
は
、
漱
石
は
何
度
か
大
吐
血
を
し
て
生

死
を
さ
ま
よ
っ
た
こ
と
の
あ
る
胃
潰
瘍
の
持

ち
主
で
し
た
。
現
在
で
あ
れ
ば
ピ
ロ
リ
菌
が

原
因
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
て
お
り
、
除
菌

に
よ
り
ほ
ぼ
再
発
も
な
く
、
出
血
時
は
内
視

鏡
検
査
で
止
血
処
置
も
可
能
で
あ
り
、
50
歳

で
亡
く
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
す
し
、
絶

筆
と
な
っ
た
「
明
暗
」
も
完
結
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

◆
胃
潰
瘍
の
原
因
“
ピ
ロ
リ
菌
”

胃
潰
瘍
の
原
因
の
ピ
ロ
リ
菌
は
幼
小
児
期

に
経
口
感
染
で
胃
の
中
に
住
み
着
き
ま
す
。

日
本
人
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
は
お
よ
そ
３

５
０
０
万
人
と
い
わ
れ
、
特
に
50
歳
以
上
の

人
で
感
染
し
て
い
る
割
合
が
高
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
感
染
に
よ
り
胃
炎
と
な
り
、
そ

こ
か
ら
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
さ
ら
に

は
数
10
年
経
て
胃
癌
が
発
生
し
て
き
ま
す
。

つ
ま
り
、ピ
ロ
リ
菌
感
染
を
早
期
に
診
断
し
、

治
療
（
す
な
わ
ち
除
菌
）
で
き
れ
ば
潰
瘍
や

胃
癌
は
少
な
く
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

厚
労
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
胃
癌
に
よ
る

死
亡
者
数
は
こ
の
数
年
間
毎
年
５
万
人
と
減

少
し
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
団
塊
の
世
代
が

胃
癌
好
発
年
齢
に
な
る
こ
れ
か
ら
は
増
加
す

る
危
険
性
が
高
ま
る
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
ピ
ロ
リ
感
染
胃
炎
も
保
険
適
応

そ
こ
で
、
平
成
25
年
２
月
か
ら
、
除
菌
の

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

健康のコラム

保
険
適
応
が
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感

染
胃
炎
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
重
要

な
こ
と
は
、
ピ
ロ
リ
感
染
胃
炎
の
除
菌
に
際

し
て
は
胃
内
視
鏡
検
査
で
胃
炎
を
確
認
（
す

な
わ
ち
胃
癌
の
除
外
）
す
る
こ
と
が
必
須
の

条
件
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
当
院
で
も
、
こ

の
原
則
を
遵
守
し
て
、
早
期
胃
癌
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

胃
内
視
鏡
検
査
は
鼻
（
経
鼻
）
か
ら
で
も
、

口
（
経
口
）
か
ら
で
も
で
き
ま
す
。

経
鼻
内
視
鏡
は
外
径
5
㍉
で
あ
り
「
や
や

太
い
う
ど
ん
」の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。楽
で
あ
っ

た
と
の
感
想
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
検
査
を

す
る
医
師
サ
イ
ド
か
ら
す
る
と
、
操
作
性
、

画
像
の
解
像
度
（
病
変
の
見
逃
し
に
つ
な
が

る
）
は
、経
口
内
視
鏡
が
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の

内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て
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児
童
扶
養
手
当

◇
受
給
資
格

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
次
の
①
～
⑧
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
（
障
が
い

の
あ
る
方
は
20
歳
未
満
）
ま
で
の
児

童
の
父
・
母
、
ま
た
は
代
わ
り
に
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
（
母
）
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

児
童

④
父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

⑤
父
（
母
）
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

⑥
父
（
母
）
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑧
父
・
母
と
も
に
生
死
不
明
で
あ
る
児

童

※
事
実
婚
（
婚
姻
届
は
出
し
て
い
な
い

が
、
婚
姻
と
同
じ
状
態
に
あ
る
）
の

方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
受
給
す
る
た
め
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
毎
年
一
度
、
児
童
の

状
況
や
前
年
の
所
得
な
ど
の
申
告
の

た
め
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
12
月
か
ら
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
公
的
年
金
や
遺
族
補
償

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
金
額
が

手
当
額
よ
り
低
い
場
合
に
は
差
額
分

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◇
手
当
月
額

・
全
額
支
給　
　

４
１
０
２
０
円

・
一
部
支
給

　

９
６
８
０
円
～
４
１
０
１
０
円

◇
支
給
月

　

４
月
・
８
月
・
12
月
に
４
カ
月
分
ず

つ
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま ち の ひ ろ ば

1 ２ 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】南空知消費生活相談室　☎ 72-3581

2014 栗山公園だより 12 月号　vol.81

「見守り」と「気づき」で認知症
高齢者の被害を防ごう！

【見守りと気づきのポイント】
◆住まいの様子

・不審な契約書、請求書などの書面や、宅配
業者の不在通知などはないか。

・複数社から配達された新聞や景品類などがないか。
◆高齢者本人の言動や態度など

・不審な電話のやり取りや、電話口で困っている様子はないか。
・生活費が不足するなど、お金に困っている様子はないか。

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

11 月３日（月・祝）
今シーズンの営業を終了しました

毎週
月・木曜日

勤労者福祉センター
13：00 ～ 16：00

毎月
第2・4 水曜日

いきいき交流プラザ「サンタの笑顔」
13：00 ～ 15：00

【被害に遭わないための注意事項】
上記のチェックポイントを参考に、認知症高齢者の居宅や言動
などに日ごろから注意を払いましょう。被害に遭ったときは南
空知消費生活相談室にご相談ください。

ＪＣサケ放流事業写真展
期間／ 12月10 日㈬まで開催中！

はじめてのおつかい
写真展
お子さんたちのかわいい写真がたく
さん！ぜひ見に来てください。
日時／ 12 月 12 日㈮まで開催中！

大好評！手打ちそば
日時／毎週金曜日
　　　11：30 ～ 12：30

※年末年始は 12 月 31 日㈬～1 月5 日
㈪をお休みとさせていただきます。

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや団体の催し、商品の展示会
など、ご利用をお待ちしています。ま
ずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・Fax 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　10：00 ～ 17：00

春までお休みします

　2014 年も、『栗山公園』をご利用いただき、ありがとうございました。

今年はなんと６万人を大きく超えるお客様でにぎわいました。

　皆さまが、素晴らしいマナーでご利用していただいたおかげで、無事

に一年間運営でき、スタッフ一同心より感謝しています。

　2015 年もたくさんの方があつまる、利用しやすく、楽し

い公園にできるよう力を合わせ、頑張っていきたいと思って

います。

　また、2015 年の開園日にお会いしましょう！

☆来期開園予定日☆
2015 年４月 29日（水・祝）

くりやまギフトカード
プレミアム付商品券販売
日時／ 12 月 16 日㈫　10：00 ～
1 セ ッ ト １ 万 円 を 購 入 す る と、
1000 円分のプレミアム！
※1 人3 セットまで（栗夢プラザ

400 セット・あけぼのストアー
50 セット・継立セブンイレブ
ン50 セットを用意。無くなり
次第終了）

①なかよし動物園

②バーベキュー ・ キャンプ場

③栗山公園案内所

④各種遊具

またね！

ご存知ですか？

児童福祉手当制度
18 歳未満のお子さんのいるひとり親家庭の方や、

障がいのある 20 歳未満のお子さんを養育されてい

る方への手当をご紹介します。

特
別
児
童
扶
養
手
当

◇
受
給
資
格

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳

未
満
の
児
童
の
父
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方

※
児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
数
年

に
一
度
、
医
師
の
診
断
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
毎
年
一
度
、
児

童
の
状
況
や
前
年
の
所
得
な
ど
の
申

告
の
た
め
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇
手
当
月
額

・
一　
　

級　
　

４
９
９
０
０
円

・
二　
　

級　
　

３
３
２
３
０
円

◇
支
給
月

　

４
月
・
８
月
・
11
月
に
４
カ
月
分
ず

つ
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
町
保
健
福
祉
課
　

　
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ
（
窓
口
④
）

　
☎
�
２
２
２
２　
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町健康づくり推進協議会主催の笑いヨガ講習会が 10
月 29 日、カルチャープラザ Eki で開かれました。講師
に笑いヨガティーチャーの植田美

み ゆ き

之さんを招き、町民
56 人が参加。笑いヨガはインド人医師マダン・カタリ
アによって考案され、世界 70 カ国以上に広がっていま
す。植田さんは「笑いは腹式呼吸。酸素が体と脳に供給
され血流が改善し、心身ともに元気になれます」と呼び
かけ、参加者はさまざまなパターンの笑いヨガを体験し、
会場には大きな笑い声と笑顔の輪が広がりました。

笑う門には福だらけ
笑いヨガで大きな笑い声と笑顔が広がる

町民ふれあい講座で料理教室
プロ直伝のレシピに舌鼓

栗山町社会教育施設の指定管理者、株式会社日東総業
主催による料理教室が、11 月 5 日、角田農村環境改善
センターで開催されました。ながぬま温泉の調理師、佐
藤真さんと佐藤光さんを講師に招き、麻婆豆腐と卵入り
中華スープの作り方を学びました。参加した 8 人は、講
師から長ネギの簡単なみじん切りの方法や、人参を「鳥」
の形に細工して切る方法など数々のプロ直伝の技を教わ
りながら実際に調理。最後にはプロのレシピの一味違う
料理を試食しました。 

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

ボランティアの想い集う
助け合いの心と支え合いの心を育む

2014 ふれあい広場くりやま ( 社会福祉協議会主催 )
が 11 月 9 日、カルチャープラザ Eki で開催されました。
ステージではマジシャン太田ひろしさんによるマジッ
ク、栗山のぞみさんによる歌謡ショー、栗山いちい保育
園児による遊戯が披露され、大いに盛り上がりました。
また、ボランティア団体などによる出店や展示コーナー、
福祉体験スタンプラリーなども行われ、恒例となった豪
華景品が当たるふれあい大抽選会ではギフト券など約
80 点が当選者に手渡されました。 ひとりで買い物できるかな

はじめてのおつかいinくりやま駅前通り商店街

子どもたちが 1 人で買い物に挑戦する『はじめての
おつかい』（くりやまギフトカード加盟店会主催）が 11
月 1 日、駅前通り商店街で行われました。4 回目となる
今年は 22 人が参加。子どもたちは父母から電池や鉛筆
などの買い物を頼まれ、不安な顔でまちの駅栗夢プラザ
を出発。ゴミ袋とケーキを買った奥野那

と も き

紀君（4 歳）は「ど
きどきしたけど、1 人でできた。またおつかいに行きた
い」と話し、母親の美紀子さんは「立派な姿が見られて
よかったです」とおつかいの成功を喜んでいました。 

栗山町 検索

生命保険協会が社協へ寄贈
まちなかケアラーズカフェの備品

一般社団法人 生命保険協会苫小牧協会（五十嵐恵滋
会長）より、栗山町社会福祉協議会（橘一也会長）へ
11 月 11 日、福祉支援物品の寄贈がありました。同協
会が平成 3 年から社会福祉貢献活動として行っている
もので、冷蔵庫、コーヒーメーカーなど 11 万 5 千円相
当の物品が贈られ、まちなかケアラーズカフェ『サンタ
の笑

ほほえみ

顔』で使用されます。橘会長は「年々利用者が増え、
備品が不足していました。今回の寄贈により、憩いの場
としての機能がさらに充実します」と感謝していました。 

町内在住の吉田礼子さんが 11 月 16 日、認定ＮＰＯ
法人栗山町手をつなぐ育成会（坂本武理事長）運営のパ
ン工房「ワークセンター栗の木」の職員とその家族をつ
ぼ八栗山店に招待しました。同法人の認定ＮＰＯ法人取
得や職員の米谷清美さんが所属するよさこいチームが

「北海道知事特別賞」「敢闘賞」を受賞するなどの大活躍
に対しプレゼントをしたいと総勢 35 人を招待。参加し
た米谷さんは「おいしい料理で元気がでました。仕事も
よさこいも頑張れそうです」と笑顔で話していました。 介護福祉学校で交通安全講話

若者特有の交通事故を防ぎましょう！

北海道介護福祉学校（坪田弘校長）で 11 月 13 日、1
年生 53 人を対象とした交通安全講習会が行われました。
生徒たちは、交通事故防止のため「交通ルールを守る」「危
険を予測する」「平常心を保つ」「体調に気をつける」の
４つの安全運転の法則と、自転車運転の違反事項を紹介
する映像を見て学びました。また、栗山警察署交通課交
通企画規制係の松井聡

としひろ

裕係長を講師に招き、栗山警察署
管内で実際に発生した交通事故や交通違反を紹介し、交
通事故を未然に防ぐ心構えの講話を受けました。

つぼ八の夕食会に招待
「ワークセンター栗の木」職員らをもてなす

栗にイラストを描き込みオリジナルクラフトを作る
「栗こだまと木笛作り講座」が 11 月 16 日、雨煙別小学
校 コカ・コーラ環境ハウスで開かれました。栗こだま
とは、古くから縁起物として親しまれてきた栗に、木の
精霊を意味する「こだま」を加えた栗山独自の造語で、
参加者した親子連れ 31 人はイラストレーター藤島亮さ
んからアドバイスを受けながら、アクリル絵の具とペイ
ントマーカーでイラストを描きこみ、1 時間半かけてか
わいらしいストラップ状の栗こだまを完成させました。

栗山の栗でクラフトづくり
栗こだまと木笛づくり講座

17 広報くりやま   2014.12 16



大切にしていますか、あなたの一票

第 47 回

衆議院議員総選挙

12 月14日（日）投開票

投
票
方
法

※ 12 月 2 日（火）公示

 20 歳になったら選挙に行こう

　12 月 14 日は、衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官国民
審査の投票日です。
　投票は、「小選挙区選出議員選挙」「比例代表選出議員選挙」

「最高裁判所裁判官国民審査」の３つです。棄権のないよう
投票ください。

小選挙区選出議員選挙…候補者名の記入
比例代表選出議員選挙…政党名の記入
最高裁判所裁判官国民審査…辞めさせたい人に×、
　　　　　　　辞めさせたくない人には何も書かない

投票資格がある方には

投票所入場券が郵送されます

　投票所入場券は 12 月 3 日ごろに発送します。

この入場券は大切に保管し、投票日に忘れずに

持参してください。紛失したり、当日忘れた方

は、投票所の受付に申し出て再交付を受けてく

ださい。

◆年齢／平成６年 12 月 15 日までに生まれた方

（平成 26 年 12 月 14 日現在で満 20 歳

以上）

◆住所／ 12 月 1 日（基準日）現在で、栗山町に

引き続き 3 カ月以上住民登録されてい

る方

投票資格がある方

投票日、開票日は 12 月 14 日㈰

大切な一票、忘れずに投票を

　

◆期日／ 12 月 14 日 ㈰
◆時間／午前７時から午後７時まで
◆会場／各投票所

※投票所は「投票所入場券」に記載さ

れています。お間違いのないよう、

よくご確認のうえ、お越しください。

◆持参するもの／投票所入場券

　開票は投票日当日、スポーツセンターにて午

後８時から行われます。

投票

開票

投票日に投票できない方は

期日前投票にお越しください

　投票日当日に仕事や旅行などの理由で投票で

きない方は、期日前投票をすることができます。

入場券の裏面の宣誓書に記入するだけで投票で

きます。なお、期日前投票を行う日において、

まだ選挙権を有していない方（20 歳未満）は、

期日前投票はできません。この場合は不在者投

票となりますので、町選挙管理委員会に申し出

てください。

◆期間／ 12月3日 ㈬～13日 ㈯
※国民審査は 12 月７日㈰～ 13 日㈯まで

◆時間／午前 8 時 30 分から午後 8 時まで
◆会場／町選挙管理委員会室（役場旧庁舎１階）

◆持参するもの／投票所入場券

【問い合わせ】町選挙管理委員会　☎ 72 － 1362（直通）

投票所に行くのが困難な方は

不在者投票をご利用ください
　

　病院に入院や施設に入所しているため、投票
所へ行けない場合、それぞれの病院や施設に申
し出ることにより、そこで不在者投票をするこ
とができます。

　仕事や旅行で町外に滞在している方は、請求

手続きをして、郵便で投票用紙などの交付を受
け、滞在先で投票をすることができます。

　身体に重度の障がいがあるなどの理由で投票
所に行けない方は、郵便で投票ができます。投
票には証明書の発行が必要になります。詳細は
町選挙管理委員会にお問い合わせください。

病院・施設での不在者投票

仕事先・旅行先での不在者投票

郵便での不在者投票

　私たちは、20 歳になると、自
分たちの代表を選挙で選ぶことの
できる権利が与えられます。
　これは私たちひとり一人がより
よいくらしや社会づくりに参加で
きるように定められた大切な権利
です。

　あなたが投じる一票は私たちの
暮らし、日本の未来を決める大切
な一票。
　20 歳になったら忘れずに選挙
に行きましょう。

 選挙事務従事者（臨時職員）を募集

◆勤務日程　
　12 月 13 日㈯　午後 4 時 30 分～ 6 時 30 分
　12 月 14 日㈰　午前 7 時～午後 9 時
◆支給賃金
　2 日間合計　16,000 円（所得控除後 15，828 円）
◆従事場所　町内の各投票所・開票所　
◆採用要件　町内に住所を有する 20 歳～ 60 歳

◆募集人数　5 人
◆申込方法
　所定の申込用紙を町選挙管理委員会で直接受け

取るか、町ＨＰからダウンロードし、12 月 5
日㈮午後５時までに申し込み（必着）

※採用の可否については個別に通知
◆申込先　町選挙管理委員会　高間　☎ 72-1362
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

く
ら
し

道
議
会
議
員
の
選
挙
区
と

定
数
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
道
議
会
に
お

い
て
、「
北
海
道
議
会
議
員
の
定
数
並

び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て

選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。

◆
主
な
改
正
内
容　

◇
総
定
数
の
削
減

　

1
0
4
人
→
1
0
1
人
（
▲
3
人
）

◇
選
挙
区
の
名
称
変
更

「
○
○
振
興
局
所
管
区
域
選
挙
区
」
の

名
称
は
、「
○
○
地
域
選
挙
区
」
に
変

わ
り
ま
す
。（
栗
山
町
は
空
知
地
域
選

挙
区
に
属
し
ま
す
）

◇
選
挙
区
の
区
域
変
更

・
留
萌
市
選
挙
区
と
留
萌
地
域
を
合
わ
せ

「
留
萌
地
域
選
挙
区
」
に
変
わ
り
ま
す
。

・
紋
別
市
選
挙
区
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
西
地

域
を
合
わ
せ
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
西
地
域
選

挙
区
」
に
変
わ
り
ま
す
。　

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

政
策
・
調
査
・
法
制
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
１
（
２
０
４
）
５
６
９
２

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

更
新
申
請
に
つ
い
て

　

現
在
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
で
、
来
年
以
降
も
、
継
続

し
て
医
療
費
助
成
の
必
要
が
あ
る
方
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
郵
送
で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
揃
え
、

岩
見
沢
保
健
所
ま
た
は
岩
見
沢
保
健
所

由
仁
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
窓
口
申
請
期
限

12
月
26
日
㈮
ま
で
（
平
日
の
午
前
8
時

45
分
か
ら
午
後
5
時
30
分
）

◆
郵
便
申
請
期
限

12
月
31
日
㈬
の
消
印
ま
で
有
効

※
な
お
、
期
日
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
な
い

場
合
は
、
新
制
度
に
基
づ
く
新
規
申
請

と
な
り
、
自
己
負
担
軽
減
の
経
過
措
置

な
ど
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
０
６
８
‐
８
５
５
８

岩
見
沢
市
8
条
西
5
丁
目

岩
見
沢
保
健
所
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

☎
０
１
２
６（
２
０
）０
１
１
５

雇
用
労
働
実
態
調
査
を
実
施

　

町
内
の
事
業
所
に
勤
め
る
従
業
員
の

賃
金
や
労
働
条
件
、
福
利
厚
生
制
度
な

ど
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
た
雇
用
労

働
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

　

本
調
査
は
建
設
業
、
製
造
業
、
御
・

小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
常
用
従
業
員

５
人
以
上
）を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、

2
年
お
き
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
対　
　

象

　

建
設
業
、
製
造
業
、
御
・
小
売
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
（
常
用
従
業
員
5
人
以
上
）
の

事
業
所
お
よ
び
従
業
員

◆
期　
　

間

　

12
月
中
旬
か
ら
1
月
下
旬
ま
で

◆
委
託
業
者

　

株
式
会
社
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

◆
問
い
合
わ
せ

町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課

☎
�
７
５
１
６

工
業
統
計
調
査
を
実
施

　

従
業
員
４
人
以
上
の
す
べ
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
平
成
26
年
度
工
業
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
12
月
下
旬
か

ら
来
年
1
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。
大
変
お
忙
し
い
時
期
と

は
存
じ
ま
す
が
、
調
査
の
対
象
と
な
る

事
業
所
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

年末年始に水道が
　　　凍ってしまったら…
　水道は氷点下 4 度以下になると、日中で

も凍結や破損の恐れがあります。外出時や、

おやすみ前は水落としをするように心掛け

ましょう。

　軽い凍結の場合は、露出している管（保

温筒などは取り外す）や蛇口などにタオル

を巻きつけ、上からお湯をゆっくりとかけ

て溶かしてください。

　それでも水が出ない場合は、次の指定工

事業者に連絡してください。

※修理の依頼は、午前８時から

　午後４時までにお願いします。

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

◇
こ
の
調
査
は
我
が
国
に
お
け
る
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計

調
査
で
す
。

◇
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域
行
政
施
策

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。

◇
調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的

以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
2

政
治
家
の
寄
附
は
　
　
　

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や
お
祝

い
事
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。（
処
罰
さ
れ
る

と
公
民
権
停
止
の
対
象
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
）

　

政
治
家
と
有
権
者
の
ク
リ
ー
ン
な
関

係
を
保
ち
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙

を
実
現
す
る
た
め
に
寄
附
禁
止
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.sou

m
u

.go.jp
/

senkyo/senkyo_s/naruhodo/
naruhodo08.htm

l

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
�
１
３
６
２　

固
定
資
産
に
異
動
が
あ
れ
ば

ご
連
絡
を

　

土
地
と
建
物
に
か
か
る
固
定
資
産
税

は
、
毎
年
1
月
1
日
の
状
況
に
よ
っ
て

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
の
新
築
や
増
築
、
取
り
壊
し
が

あ
っ
た
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。
特

に
、
車
庫
や
物
置
、
倉
庫
な
ど
は
忘
れ

が
ち
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
所
有
者
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
は
、
相
続
登
記
や
今
後
の
納
税
さ
れ

る
方
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
4

□丸勝給水設備工業㈱（中央 1）
　☎ 72－1445

□北海設備工業㈱（朝日 3）
　☎ 72－3440

□三友工業㈱（継立）
　☎ 75－2050

□㈲水工社（朝日 3）
　☎ 72－5283
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

コンビニ

納付可

◆
受

付

　

社
殿
で
の
合
格
祈
願
の
受
付
締
め
切
り

　

は
午
前
０
時
20
分

◆
問
い
合
わ
せ

担
当
塩
見
ま
で

☎
０
９
０（
６
２
１
１
）０
２
０
０

報
告
会
「
学
生
か
ら
見
た

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
」

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の
学
生
が
、

福
祉
先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
高
齢

者
・
知
的
障
が
い
者
施
設
で
学
ん
だ
こ

と
や
、
文
化
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　
　

時　
　

　

12
月
18
日
㈭　

午
後
6
時
～
7
時
30
分

◆
場　
　

所　
　

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
2
階
２
０
５
教
室

◆
内

容　
　
　

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
に
つ
い
て

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
事
務
局

☎
�
６
０
６
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
お
よ
び
丙
種
に
つ
い
て
制
限
な
し

◆
試
験
日　

　

平
成
27
年
2
月
1
日
㈰

栗
山
少
年
少
女
合
唱
団
　

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◆
日　
　

時

12
月
21
日
㈰　

開
場　

午
後
１
時
30
分

開
演　

午
後
2
時
（
入
場
無
料
）

※
ロ
ビ
ー
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」ロ
ビ
ー

◆
発
表
予
定
曲　
　

・
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル

・
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス　
　

・
ふ
る
さ
と
の
四
季
～
冬
バ
ー
ジ
ョ
ン

　

ほ
か
多
数

◆
問
い
合
わ
せ

永
岡
真
佐
子

☎
０
９
０（
９
５
１
０
）９
６
５
０

栗
山
地
区
新
年
交
礼
会

◆
日　
　

時

平
成
27
年
1
月
7
日
㈬　

午
後
5
時
30
分
～

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
会

費　

１
０
０
０
円

◆
申
込
期
限　

12
月
17
日
㈬

◆
申
込
先　

　

商
工
会
議
所
ま
た
は
所
属
町
内
会
長

へ
会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
個
別
に
は
ご
案
内
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所

☎
�
1
2
7
8

合
格
祈
願
祭

　

合
格
祈
願
祭
は
社
殿
に
て
厳
粛
な
神

社
祭
式
の
も
と
執
り
行
い
ま
す
。

　

終
了
後
は
神
社
関
係
者
よ
り
温
か
い

梅
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
社

殿
内
は
大
変
冷
え
込
み
ま
す
の
で
暖
か

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
参
拝
、
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日　
　

時　
　

12
月
31
日
㈬

※
受
付
は
午
後
10
時
50
分
か
ら

◆
場　
　

所　
　

栗
山
天
満
宮

◆
参
加
費　
　
　

　

２
０
０
０
円

　
（
祈
願
料
・
お
守
り
・
絵
馬
）

催
し

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
札
幌
市

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

・
そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

12
月
12
日
㈮
～
19
日
㈮

　

電
子
申
請　

12
月
9
日
㈫
～
16
日
㈫

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

消
防
設
備
士
試
験

◆
受
験
資
格　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日　

平
成
27
年
2
月
1
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

甲
種
（
第
1
～
5
類
）

　
　
　
　
　

乙
種
（
第
1
～
7
類
）

　

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

12
月
12
日
㈮
～
19
日
㈮

　

電
子
申
請　

12
月
9
日
㈫
～
16
日
㈫

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

◆
日

時

平
成
27
年
1
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

（
3
日
目
は
午
後
5
時
ま
で
）

◆
場

所

岩
見
沢
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
れ
ん
が

（
3
日
目
は
北
海
道
中
央
労
災
病
院
）

◆
受
講
料　
　
　

　

1
9
4
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
2
2
6
0
円
別
途
）

◆
修
了
証　
　
　

　

所
定
の
講
習
時
間
を
受
講
さ
れ
た
方
に

　

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

◆
定

員

　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
北
海
道
支
部

岩
見
沢
地
区
支
部

☎
0
1
2
6（
２
４
）3
0
8
7

国 民 年 金

【問い合わせ】
町住民生活課住民・国保グループ  ☎ 73-7509

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます

年末調整・確定申告まで大切に保管を！

　国民年金保険料は、所得税および住民税の
申告において全額が社会保険料控除の対象と
なります。その年の 1 月 1 日から 12 月 31 日
までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納
付したことを証明する書類の添付が義務付け
られています。
　このため、平成 26 年１月１日から９月 30
日までの間に国民年金保険料を納付された方
については「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が 11 月上旬に日本年金機構本部
から送付されていますので、年末調整や確定
申告の際には必ずこの証明書（または領収証
書）を添付してください。
　また、10 月１日から 12 月 31 日までの間に
今年はじめて国民年金保険料を納付された方
については、平成 27 年２月上旬に送付されま
す。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付され
た場合も、ご本人の社会保険料控除に加える
ことができますので、ご家族あてに送られた
控除証明書を添付のうえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
についてのご照会は、控除証明書のはがきに
表示されている下記の番号にお問い合わせく
ださい。

控除証明書専用ダイヤル

（平成 27 年３月 16 日まで）

☎ 0570-058-555

講
習

試
験

納 税 に 関 す る ご 相 談

町税納期限

12 月 25 日（木）

納税は便利な口座振替を
ご利用ください

町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6

町 道 民 税　　　　④期

後期高齢者医療保険料  　⑥期

介 護 保 険 料　　　　⑥期

国民健康保険税　　　　⑥期

課税内容に関するお問い合わせ

}
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

和
太
鼓
体
験
教
室

◆
日　
　

時

平
成
27
年
1
月
・
2
月
の
金
曜
日

（
３
～
４
回
程
度
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分　

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内　
　

容　

　

和
太
鼓
の
体
験
教
室

◆
対　
　

象　
　

・
未
就
学
児
（
年
中
）
か
ら
小
学
５
年
生

　

ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
み
の
り
太
鼓　

原

☎
�
６
１
７
８
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

除
排
雪
の
お
願
い

●
道
路
の
周
辺

・
道
路
沿
い
の
看
板
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
管
な
ど
は
、
撤
去
し
て

く
だ
さ
い
。

・
低
い
塀
や
庭
木
な
ど
は
、
赤
い

布
を
つ
け
た
棒
な
ど
で
表
示
し

て
く
だ
さ
い
。

●
玄
関
先
の
雪
処
理

・
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
玄
関

先
に
雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す

が
各
家
庭
で
の
処
理
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
道
路
わ
き
の
遊
び
は
危
険
！

・
道
路
わ
き
の
雪
山
で
、
子
ど
も

が
ス
キ
ー
や
ソ
リ
遊
び
を
す
る

の
は
非
常
に
危
険
で
す
。
見
か

け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う

に
、
子
ど
も
に
注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
落
雪
に
ご
注
意
を
！

・
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

歩
道
に
面
し
て
い
る
屋
根
は
早

め
に
雪
を
下
ろ
す
な
ど
、
雪
止

め
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
路
上
駐
車
・
車
両
放
置
は　

絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

・
除
排
雪
後
、
各
家
庭
の
雪
を
路

上
に
出
す
人
を
見
か
け
た
ら
止

め
る
よ
う
に
声
を
か
け
ま
し
ょ

う
。
除
排
雪
の
効
果
が
半
減
し

ま
す
。

・
路
上
駐
車
や
放
置
車
両
が
あ
る

と
除
排
雪
作
業
が
遅
れ
、
地
域

全
体
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
絶
対
に

や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
各
町
内
会
長
・
自
治
会
長
を
通
し
て
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ　

☎
�
７
５
１
２

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
・

初
心
者
教
室

【
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
】

◆
対

象

小
学
生
（
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
５
級
程
度

以
上
）、
未
就
学
児
（
年
長
児
）

※
栗
山
町
ス
キ
ー
場
の
コ
ー
ス
を
滑
り
降

り
ら
れ
る
お
子
さ
ん

※
初
心
者
の
お
子
さ
ん
は
、事
前
に
「
キ
ッ

ズ
教
室
」
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日

時

平
成
27
年
１
月
5
日
㈪
～
16
日
㈮
の
平

日
お
よ
び
12
日
（
月
・
祝
）
を
含
む
全
10
回

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　

栗
山
町
ス
キ
ー
場

◆
内

容

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
１
級
を
目
指
し
た

ポ
ー
ル
練
習

◆
受
講
料　

７
千
円

※
傷
害
保
険
含
む
。
リ
フ
ト
代
別
途

◆
定

員　

40
人

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

12
月
10
日
㈬　

午
後
6
時
30
分
～

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
日　

説
明
会
当
日
に
受
付

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
備
付
け

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

桐
越
浩
志

☎
０
９
０（
３
０
１
９
）１
３
２
６

【
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
教
室
】

◆
対

象

未
就
学
児
（
年
長
児
）
～
小
学
２
年

生
（
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
お
子
さ
ん
、

初
心
者
）

※
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
」
を
受
講

希
望
で
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
方
は
、

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日

時

12
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
の
２
日
間

【
27
日
】
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

【
28
日
】
午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

三
笠
市
桂
沢
ス
キ
ー
場

◆
内

容

「
止
ま
る
」「
回
転
で
き
る
」
を
目
標
に
、

リ
フ
ト
を
利
用
し
た
短
期
集
中
講
座

◆
受
講
料　

7
千
円

※
傷
害
保
険
含
む
。
リ
フ
ト
代
別
途

◆
定

員　

　

15
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

12
月
10
日
㈬　

午
後
６
時
30
分
～

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
日　

説
明
会
当
日
に
受
付

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
備
付
け

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

谷
田
進
太
郎

☎
０
９
０（
１
５
２
６
）３
３
５
６

相
談

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

12
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対　
　

象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　
　

　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所
健
康
支
援
係

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
2

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

12
月
19
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

無
料
人
権
相
談

　

い
じ
め
や
差
別
、家
庭
内
で
の
暴
力
、

職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
困
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。（
予
約
不
要
、
無
料
）

◆
日　
　

時

12
月
4
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　
　

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

サ
ー
ク
ル
室

◆
相
談
員　
　

　

栗
山
町
人
権
擁
護
委
員
、
札
幌
法
務
局

　

岩
見
沢
支
局
職
員

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
６
１
９

　

商
工
会
議
所
「
融
資
相
談
会
」

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
札
幌
北
支
店
と

の
共
催
に
よ
り
、
事
業
資
金
や
教
育

ロ
ー
ン
の
融
資
相
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

◆
日　
　

時

12
月
11
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
6
時

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
員　
　

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
札
幌
北
支
店
融
資

　

担
当

◆
会
場
・
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所

☎
�
1
2
7
8

講
習

雪
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

●
家
の
中
で
過
ご
す
と
き
は

・
気
象
情
報
に
注
意
し
て
、
暴
風

雪
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
外

出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
日
ご
ろ
か
ら
停
電
に
備
え
、
懐

中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
な
ど
を
使
用
し

て
い
る
場
合
は
、
給
排
気
口
付

近
が
雪
で
ふ
さ
が
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
除
雪
を
行
う
と
き
は

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
必
ず
複
数

人
で
行
い
、
面
倒
で
も
靴
や
は

し
ご
に
滑
り
止
め
を
、
腰
に
は

命
綱
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

通
行
人
に
雪
が
あ
た
ら
な
い
よ

う
周
囲
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

・
除
雪
機
を
操
作
す
る
と
き
は
、

機
械
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

な
服
装
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
と

き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
車
で
外
出
す
る
と
き
は

・
万
一
に
備
え
て
、
携
帯
電
話
を

忘
れ
ず
に
所
持
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
が
立
ち
往
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
防
寒
着
・
長
靴
・

手
袋
・
ス
コ
ッ
プ
・
け
ん
引

ロ
ー
プ
な
ど
を
車
に
用
意
す
る

と
と
も
に
、
十
分
に
燃
料
が
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
出
か
け
し

ま
し
ょ
う
。
飲
料
水
や
非
常
食

も
あ
る
と
安
心
で
す
。

・
運
転
し
て
い
て
、
地
吹
雪
な
ど

に
よ
り
危
険
を
感
じ
た
ら
、
無

理
を
せ
ず
に
道
の
駅
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
で
天
気
の
回
復

を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

●
そ
の
他
の
注
意
事
項

・
屋
根
の
下
を
通
る
と
き
は
「
落

雪
」
や
「
つ
ら
ら
」
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
総
務
課
広
報
・
防
災
・
情
報

グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
１
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

募
集

　　　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
栗
山
菊
花
好
友
会
（
塚
本
虎
男
会
長
）

　

泉
徳
苑
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
く
す
り
の
え
び
な

（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
江
別
ま
ご
こ
ろ
会
（
江
別
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部　

澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
三
浦　

英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
西
岡　

マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
江
別
ま
ご
こ
ろ
会
（
江
別
市
）

【
慰　

問
】

◇
童
謡
を
唄
う
会
カ
モ
ミ
ー
ル（
由
仁
町
）

◇
栗
山
中
学
校
吹
奏
楽
部

◇
ケ
ー
ナ
の
会

　

く
り
の
さ
と
へ

【
物　

品
】

◇
干
場　

傳
さ
ん
（
桜
山
）

◇
柴
田　

重
夫
さ
ん
（
桜
山
）

日
ハ
ム
を
応
援
す
る
　
　
　
　

栗
山
の
会
会
員
募
集

◆
募
集
す
る
会
員
の
種
別

◆
栗
山
の
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
会
員

　

大
人
・
小
人
（
小
学
生
以
下
）
４
3
０
０
円

※
球
団
事
務
局
よ
り
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
ー

ド
が
送
ら
れ
ま
す
。

○
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
会
員
の
特
典

･
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
限
定
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン

ト
（
非
売
品
）

･
会
員
証
＆
ピ
ン
バ
ッ
ジ
＆
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
マ
ガ
ジ
ン

･
チ
ケ
ッ
ト
先
行
発
売
＆
会
員
価
格

･
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

会
員
先
行

抽
選
予
約

･
来
場
プ
レ
ゼ
ン
ト
＆
来
場
ポ
イ
ン
ト

◆
栗
山
の
会
一
般
会
員

　

大
人　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

　

小
人
（
小
学
生
以
下
）　

 

１
０
０
０
円

○
栗
山
の
会
特
典

　

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
費
割
引

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応

援
す
る
栗
山
の
会　

高
杉

☎
0
9
0
（
8
7
0
6
）
3
8
4
9

ご
厚
意

【
10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

不
破
瑛え

い
と人 

10/9

櫻
井
絢あ
や
と斗 

10/10

潤
菜
穂
子

淳

平

め
ぐ
み

【
10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

岡
山
竹
雄 

88 

10/12 

本

人

岩
澤
定
夫 

84 

10/20 

本

人

鈴
木
た
け
子 

63 

10/20 

英

雄

岡
山
　

清 

85 

10/30 

稔

黒
田
知
信 

87 

10/30 

本

人

岩
倉
謹
藏 

72 

11/1 

本

人

鈴
木
キ
ク 

94 

11/1 

本

人

石
黒
忠
一 

83 

11/4 

本

人

吉
田
信
之 

71 

11/5 

本

人

松
井
文
二 
94 

11/6 

本

人

池
田
コ
ト 
92 

11/8 

本

人

お
く
や
み

お
め
で
た継

立

松
風
４

中

里

朝
日
４

大
井
分

中

里

南
角
田

錦

３

中

里

大
井
分

中
央
２

継

立

中
央
３

748 円

北海道最低賃金

【問い合わせ】　厚生労働省 北海道労働局 労働基準部 賃金課　☎ 011(709)2311

北海道内で事業を営む使用者およびその事業場で働く
すべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト
などを含む）に適用される北海道最低賃金が左のとお
り改定されました。

時間額
※ 10 月 8 日

効力発生

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」

平成 26 年度  ふるさと応援寄附

86,434,101 円4/1 ～ 11/15 までの総数
8,428 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

年
末
年
始
業
務
の
お
知
ら
せ

お
休
み
　
12
月
31
日
㈬
～
1
月
5
日
㈪

　

出
生
、
死
亡
の
届
出
は
受
付
し
ま
す
。

　
（
死
亡
届
に
伴
う
火
葬
許
可
書
の
発
行

は
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

※
1
月
4
日
㈰
の
日
曜
窓
口
開
設
は
お
休

み
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
生
活
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
９

お
休
み
　
12
月
31
日
㈬
～
1
月
5
日
㈪

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」、
角

田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
南
部
公

民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
開
拓
記

念
館
、
泉
記
念
館
、
図
書
館
、
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
交
流
プ
ラ

ザ
、
児
童
セ
ン
タ
ー

お
休
み
　
12
月
30
日
㈫
～
1
月
6
日
㈫

　

い
き
も
の
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
「
栗

山
自
然
情
報
館
」、
あ
さ
ひ
工
房

お
休
み
　
12
月
28
日
㈰
～
1
月
6
日
㈫

　

角
田
図
書
室
、
継
立
図
書
室

そ
の
他
の
施
設

お
休
み
　
12
月
31
日
㈬
～
1
月
4
日
㈰

■
年
末
の
ご
み
収
集
日　

　

12
月
30
日
㈫
ま
で
は
通
常
ど
お
り

■
年
始
の
ご
み
収
集
日　

　

1
月
５
日
㈪
か
ら
は
通
常
ど
お
り

※
「
資
源
物
」「
農
村
地
区
」
は
1
月
7

日
㈬
か
ら
の
収
集

■
環
境
セ
ン
タ
ー
（
桜
山
）
へ
の
自
己
搬
入　

　

年
末　

12
月
30
日
㈫
ま
で

　

年
始　

1
月
5
日
㈪
か
ら

■
問
い
合
わ
せ

　

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
１

お
休
み
　
12
月
31
日
㈬
～
1
月
4
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
2

家
庭
ご
み
・
資
源
物
収
集

町
営
バ
ス

○年末年始業務カレンダー
12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6 1/7

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

役場本庁 通常 お休み　※ 4 日㈰の日曜窓口開設もお休み 通常

総合福祉センター「しゃるる」
カルチャープラザ「Eki」
角田農村環境改善センター
南部公民館
スポーツセンター
開拓記念館・泉記念館
図書館
勤労者福祉センター
いきいき交流プラザ
児童センター

通常 お休み 通常

ふれあいプラザ
あさひ工房 通常 お休み 通常

角田図書室
継立図書室 通常 お休み 通常

家庭ごみ・資源物の収集 通常 お休み 通常

町営バス 通常 お休み 通常

栗山赤十字病院 27 日㈯からお休み　※救急の場合は救急外来 通常

役
場
本
庁

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
土
田
清
美
会
長
）

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）
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ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ

町を彩る秋のイベント＊菊花展

栗山町菊花好友会 ( 塚本虎男会長 ) による栗山町菊

花展がカルチャープラザ「Eki」で開催されました。

展示された菊花には、7 つの種目別に厳正な審査が実施

され、金賞から銅賞までの賞が贈られました。表彰式

には、花田正博副町長や、鵜川和彦議長、鈴木紀元教

育長らが列席し、それぞれの受賞者に記念の盾を手渡

し ま し た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　       　　　　　　　　　　　（11 月 1 日～ 3 日）

守備と走塁が勝利のカギ＊栗山ロッキーズ準優勝

少年野球チーム、栗山ロッキーズが「コープさっぽ

ろ杯新人戦・第 41 回日刊スポーツ旗争奪少年野

球秋季大会」で準優勝に輝きました。今大会には、道

内全域から 149 チームが参加。キャプテンの小林勇斗（5

年生）さんは大会を振り返り「守備と走塁がうまくなっ

たので、試合でのミスが減りました」と勝利の要因に

つ い て 話 し ま し た。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11 月 10 日）

自慢の歌声や舞踊を披露＊芸能祭

第47 回栗山町芸能祭が２日間にわたり、カルチャー

プラザ「Eki」で開催されました。初日にはカラ

オケ発表会が行われ、町内の愛好会などに所属する

55 人が美声を披露。2 日目に開催された芸能発表会で

は、栗山町文化連盟に加盟する芸能部門の 10 組が民

謡、詩吟、舞踊、琴などを披露。また、和太鼓チーム

「艶
え ん び か ぶ ら

美火舞羅」が友情出演し、会場を訪れた大勢の観客

から大きな拍手が送られていました。（11 月 2 日～ 3 日）

4 町の少年剣士が腕を磨く＊交通安全剣道錬成会

交通安全を守る「心」と剣道の「技」を磨く「栗山

警察署管内交通安全 4 町剣道錬成会」がスポーツ

センターで初開催されました。4 町の剣道少年団員や中

学校の剣道部員など約 70 人が参加。交通安全講話の後、

北海道警察の栄
え い が

花直輝教士 8 段、安藤翔 4 段による指

導が行われ、会場には少年剣士たちの大きな掛け声が響

き渡りました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11 月 12 日）

■リフト無料開放 !!
 　スキー場オープン日は、終日リフトを無料開放します。

■オープンセレモニー　
　12 月 20 日㈯ 10：00 ～

■開設期間　12 月 20 ㈯～ 3 月 15 日㈰　9：00 ～ 16：30

　※積雪によってオープンを延期する場合があります。

■問い合わせ
　栗山町スキー場　☎ 72-1725

栗山町スキー場 12 月 20 日㈯ＯＰＥＮ !!

　

栗
山
町
地
域
教
育
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
第
４
回
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
」

が
10
月
28
日
に
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
外
か
ら
の
１
５
０
人
の
参
加

の
も
と
、
継
立
小
学
校
な
ど
か
ら
ふ
る

さ
と
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

継
立
小
学
校
と
地
元
企
業
の
共
立
道

路
に
よ
る
土
曜
授
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
学
校
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち

も
教
員
も
地
域
を
よ
く
知
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
よ
り
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
」と
発
表
の
中
で
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
の

キ
ラ
キ
ラ
し
た
目
が
な
に
よ
り
自
分
た

ち
の
た
め
に
な
っ
た
」
と
土
曜
授
業
の

取
り
組
み
が
学
校
と
企
業
の
相
互
に

と
っ
て
、
価
値
あ
る
取
り
組
み
で
あ
っ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望
の
翼
」
で
は
、

海
外
派
遣
事
業
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
滞
在
研
修
を
行
っ
た
中
高
生
が
、

文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
に
気
づ
き

「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き
方
」
に
つ

い
て
考
え
る
刺
激
に
な
っ
た
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

後
半
の
意
見
交
流
会
で
は
、「
私
た

ち
大
人
が
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
昨
年
の
交
流
会
の
中

で
出
さ
れ
た
意
見
が
す
で
に
形
と
な
っ

て
動
き
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
活

発
な
意
見
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
め
る
活
動
が

栗
山
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
活
性
化

に
繋
が
り
、
広
が
っ
て
い
く
と
思
う
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
教
育
の

発
展
に
と
っ
て
、
非
常
に
意
義
の
あ
る

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
４
回
栗
山
町
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会

～『
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
・
学
校
と
と
も
に
あ
る
地
域
』を
目
指
し
て
～

ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ

深
山
尚
久
の
く
り
や
ま
室
内
楽

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
冬
、
雪
を
テ
ー
マ

　

に
し
た
馴
染
み
あ
る
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

　

・
ト
ロ
イ
カ

　

・
夢
路
よ
り

　

・
タ
イ
ー
ス
の
瞑
想
曲

　

・
ア
ナ
と
雪
の
女
王

　
　
「
Ｌ
ｅ
ｔ  

ｉ
ｔ  

ｇ
ｏ　
あ
り
の
ま
ま
で
」
ほ
か

◆
日
　
時　
12
月
20
日
㈯　

午
後
6
時
30
分
～

◆
場
　
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
入
場
料　

大
人　
　
　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　

１
０
０
０
円

◆
取
扱
店　

白
光
堂
楽
器
店

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

室
内
楽
フ
ェ
ロ
ウ
事
務
局　

坂
口

　

☎
０
９
０
（
８
４
２
５
）
７
３
６
３ピアノ

上田　奏
ヴァイオリン
深山　尚久
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【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

■冬休みブックマラソンが始まります
　本を 1 冊借りると好きなスタンプを１つ押します。

スタンプを 20 個ためるとプレゼントと交換します。

■期　　間　12 月 16 日㈫～ 1 月 25 日㈰

■場　　所　図書館、くりくり号

　　　　　　角田・継立図書室、各小中学校

■図書館ギャラリー展『栗山の巨樹写真展』
　カラマツやエゾヤマザクラなど、栗山町に自生する

23 種 31 個体の巨木、名木の写真展です。

■期　　間　12 月 9 日㈫～ 25 日㈭

■場　　所　図書館ギャラリー

■入  場  料　無料

・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 

■手作り絵本作家になろう！
　世界に 1 冊だけの素敵なオリジナル絵本をつくります。

■日　　時　1 月 7 日㈬ 10：00 ～ 15：30　
■場　　所　図書館

■対　　象　定員 15 人　町内の幼児～小学生　

　※幼児の参加には保護者同伴

■申込方法　図書館カウンターにて 12 月 2 日㈫から受付

　※詳しい資料をお渡しします

　

臼
と
杵
を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
も
ち
つ

き
で
す
。
石
臼
を
挽
い
て
き
な
粉
づ
く
り

も
体
験
で
き
ま
す
。

■
日　
　

時　

　

12
月
21
日
㈰　

午
前
9
時
～
正
午

■
場　
　

所　

開
拓
記
念
館

■
参  

加  

料　

一
人
２
０
０
円

■
持  

ち  

物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き

■
申
込
期
限　

12
月
16
日
㈫

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

開
拓
記
念
館　

☎
�
６
０
３
５

・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・・ 

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
夜
に
、
保
護
者
の

方
が
用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
子
さ
ん

に
お
届
け
し
ま
す
。

■
日　
　

時

　

12
月
24
日
㈬　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

■
対　
　

象　

　

未
就
学
児
の
い
る
家
庭
（
先
着
20
人
）

■
申
込
方
法

　

町
内
保
育
園
や
児
童
セ
ン
タ
ー
、
総
合

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
で
配
布

　

す
る
申
込
用
紙
を
提
出　

■
申
込
期
間　

12
月
8
日
㈪
～
12
日
㈮

■
申  

込  

先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６
５
２
２

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

　

栗
山
町
青
年
団
体
協
議
会
（
太
田
）

　

☎
０
９
０
（
４
８
７
６
）
９
９
８
０

　 
  栗の子

 クリスマス会

　　 出前
サンタクロース

親
子
も
ち
つ
き
の
集
い

　

ス
ト
レ
ッ
チ
に
簡
単
な
ヨ
ー
ガ
を
取
り

入
れ
た
教
室
で
す
。
札
幌
ス
ト
レ
ッ
チ

ヨ
ー
ガ
愛
好
会
代
表
の
渋
谷
和
子
先
生
が

指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
で
は
初

心
者
の
方
も
取
り
組
め
る
中
国
発
祥
の
若

返
り
の
気
功
「
五ご

か
ん
よ
う
じ
ょ
う
そ
う

環
養
生
操
」
も
行
っ
て

い
ま
す
。

■
日　
　

時　

　

１
月
13
日
㈫  

20
日
㈫  

27
日
㈫

　

午
前
11
時
～
午
後
12
時
半

■
場　
　

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
対　
　

象　

20
～
70
歳
の
町
民

■
受  

講  

料　

１
５
０
０
円（
入
館
料
含
む
）

■
申
込
方
法　

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
受
付
に
て
申
込
み

■
申
込
期
限　

1
月
12
日
（
月
・
祝
）
定
員
10
人

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室

お
詫
び
と
訂
正

　

マ
ナ
ビ
ィ
11
月
号
の
健
康
ス
ト
レ
ッ

チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室
紹
介
の
掲
載
に
お
き
ま

し
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
誤
）
渋
川
和
子
先
生

（
正
）
渋
谷
和
子
先
生

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
こ
に
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ
美
術
展

森
中
喬
章
ド
ロ
ー
イ
ン
グ『
メ
ム
』

　

毎
年
恒
例
の
栗
の
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日　
　

時　

12
月
6
日
㈯　

午
前
11
時　

■
場　
　

所　

図
書
館

■
対　
　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

■
内　
　

容

　
【
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
】

　
　
「
サ
ン
タ
の
お
く
さ
ん
ミ
セ
ス
ク
ロ
ー
ス
」

　
【
ゆ
び
人
形
】

　
　
「
ポ
ン
タ
と
コ
ン
タ
の
へ
ん
し
ん
く
ら
べ
」

　
【
人
形
劇
】

　
　
「
さ
ん
ま
い
の
お
ふ
だ
」

　
【
う
た
あ
そ
び
】

　
　
「
あ
か
は
な
の
と
な
か
い
」

■
参  

加  

料　

無
料

■
主　
　

催　

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
栗
の
子
」

■
問
い
合
わ
せ　

小
原　

☎
�
１
６
４
８

　

詩
人
で
抽
象
画
家
で
も
あ
る
ま
ど
み
ち

お
氏
に
「
こ
の
人
は
天
才
で
は
」
と
評
さ

れ
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
面
白
さ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
期　
　

間　

　

1
月
7
日
㈬
～
18
日
㈰

■
時　
　

間　

　

午
前
10
時
～
午
後
6
時

■
場　
　

所　

図
書
館

■
入  
場  

料　

無
料

■
申
込
期
限　

12
月
16
日
㈫

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会　

☎
�
１
１
１
７

2015 年栗山ふるさとカレンダー完成 !!
12 月 10 日より販売開始します

■販売価格　1 部 500 円

■規　　格　
　Ａ４版２つ折り綴じ込み　各月ごと 12 組　カラー製版

■販売扱店　白光堂書店、高杉商店、南部公民館

　　　　　　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス

　　　　　　農村環境改善センター、カルチャープラザ「Eki」

　　　　　　いきものの里ふれあいプラザ

■発　　行　栗山町教育委員会

■制　　作　ＮＰＯ法人雨煙別学校

■問い合わせ
　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス　☎ 72-1696

ハサンベツ里山学校
クリスマスキャンドルづくり

　手作りキャンドルで冬の夜を過ごしましょう。世界に
1 つだけのキャンドルはプレゼントにもピッタリです！

■日　　時　12 月 21 日㈰ 13：30 ～ 16：00

■場　　所　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス

■対　　象　小学校 4 年生以上の方

　※小学校 3 年生以下の参加には保護者同伴

■持  ち  物　汚れてもよい服装、軍手

■参  加  料　1,700 円（キャンドル２つ、保険料込み）
■申込期限　12 月 20 日㈯　17：00

■申込先・問い合わせ
　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス　☎ 72-1696
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桜丘で　　　伝承もちつき会
杵と臼を使った昔ながらのもちつきを子どもたちに伝えていこうと 11 月 16 日、栗山寺

で『伝承もちつき会』が行われました。桜丘町内会が中心となり実行委員会を結成し毎年行っ
ているもので、今年で 39 回目。参加した子どもたちや、町内会の役員など約 50 人は、薪
ストーブを使ってせいろで蒸したもち米を、代わる代わるついていきました。つきたての
おいしいもちは、きな粉やあんなどをかけて参加者に振る舞われました。

32

人口　12,745  人  （ ー 4） 世帯数 6,023世帯（＋  3）男 5,933  人  （ー  2 ）　女 6,812  人  （ー  2）

▼ 

11
月
も
終
わ
り
ご
ろ
に
な
る
と
雪

が
ち
ら
つ
き
始
め
、
北
海
道
ら
し
く
な

っ
て
き
た
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私

は
、
冬
が
大
好
き
な
部
類
の
人
間
で
し

て
、
ス
キ
ー
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
雪
景

色
の
露
天
風
呂
が
今
か
ら
楽
し
み
で
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
、

熱
燗
が
お
い
し
い
季
節
で
す
。
も
う
す

ぐ
訪
れ
る
北
海
道
の
冬
、
実
に
楽
し
み

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
庄
）

▼ 

「
栗
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ラ
フ
ト
」
そ

の
名
も
「
栗
こ
だ
ま
」
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た

栗
こ
だ
ま
は
色
鮮
や
か
で
と
て
も
か
わ

い
ら
し
く
仕
上
が
り
ま
し
た
。
翌
日
、

ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
け
て
登
校
し
た
子
が

何
人
も
い
た
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
栗
っ

子
！
こ
れ
は
ブ
ー
ム
が
来
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
北
の
く
り
や
ま
栗
づ
く
り
協

議
会
の
皆
さ
ん
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
に
は

子
ど
も
が
殺
到
し
ま
す
の
で
、
け
ん
か

に
な
ら
な
い
よ
う
、
十
分
な
栗
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　（
仁
平
）

▼ 

桜
丘
の
伝
承
も
ち
つ
き
会
の
取
材

を
し
ま
し
た
。私
の
祖
父
母
は
餅
屋
で
、

私
が
幼
稚
園
の
こ
ろ
、
餅
屋
の
仕
事
場

で
祖
父
母
の
餅
づ
く
り
の
様
子
を
よ
く

見
て
い
ま
し
た
。桜
丘
の
餅
つ
き
会
で
、

つ
き
た
て
の
餅
を
久
し
ぶ
り
に
食
べ
ま

し
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
仕
事
中
に
内
緒

で
口
に
入
れ
て
く
れ
た
温
か
く
て
や
わ

ら
か
い
美
味
し
い
餅
の
味
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
沢
）
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